
様式  

市民意見提出手続（パブリック・コメント）の実施結果について  

 

「第 3次宗像市総合計画（案）」について、市民意見提出手続（パブリック・コメント）を実施しま

した。その結果は次のとおりでしたので、報告します。  

 

計画 ・条 例 案等

の名称  
第 3 次宗像市総合計画(案) 

内容  

総合的かつ計画的なまちづくりを行うため、  

まちの将来像などを示したもの。  

実施期間  令和 7 年 1 月 10 日（金）～令和 7 年 2 月 9 日（日） 

意見提出状況  ８人  １７件  

提出された意見

の内容及びその

回答  

別紙「第 3 次宗像市総合計画に関する市民意見提出手続の意見及びその

回答」のとおりです。 

問合せ先  

経営企画部  経営企画課  企画政策係  

〒８１１－３４９２ 

宗像市東郷 1－1－1  

ＴＥＬ：０９４０－３６－１１９２ 

ＦＡＸ：0940－37－1242 

メール： kikaku@city.munakata.lg.jp 

 

 

 



 

様式  

第 3 次宗像市総合計画（案）に関する市民意見提出手続の意見及びその回答  

箇
所 

意    見 対
応 

回     答 

P

５ 

宗像市を取り巻く環境の１国内外の社会情勢の

変化の (2)労働者不足の顕在化のところの｢ま

た、労働力確保の取り組みとして・・・。外国人が就

労して活躍できる受入れ環境の充実が求められま

す。｣という文言は削除していいのではないでしょ

うか！ 

  特殊技能を持った外国人労働者ならともかく、

単純外国人労働者の受け入れは日本人の賃金上

昇を阻害しますし、教育現場や社会保障に大きな

混乱をもたらします。また、外国人労働者を受け

入れている関東地方では治安が悪化しているのも

事実です。宗像でもくわえ煙草をしている外国人

の方やスーパーでグループで商品を物色している

外国人の方 (店員さんが対応に困っている)を見

かけるようになりました。宗像市におかれては、市

民や国柄を守って欲しいと思います。安全・安心の

まちを守って欲しいと思います。単純外国人労働

者はその方達のためにも宗像市民のためにも受け

入れない方が良いと思います。 

原

案

ど

お

り 

宗像市においても、生産年齢人口が

減少する一方で、市内の外国人の人

口は近年増加傾向にあり、就労を目

的とした在留資格を有する方も増え

るなど、“国内外の社会情勢の変化”

と同様の傾向があります。円滑な地

域社会づくりのため、市民及び在住

外国人が相互の文化を認識・尊重し

あい、人権を守り、ともに多文化が共

生する地域づくりをすすめることを踏

まえ、原案どおりとします。 

P

2

0 

右段にある「課題」についてですが、記載されてい

ることは「必要性」であり、そもそもの課題の説明

とはなっておりません。また、このページ以降全て

のページの課題欄の記載も「課題」ではなく、対策

の必要性や具体策の紹介となっていますが、なん

らかの修正が必要ではありませんか？  

原

案

ど

お

り 

施策ごとの「目指す姿」に向けて求め

られている内容を「課題」として説明

しています。 

P

2

0 

左段にある「現状」の中の「人口の自然減」を執行

部がもし仮に課題として捉えているのであれば、そ

のことを明確に記載すべきではないでしょうか？ 

但し、日本の総人口が自然減となっていることを

課題とすることについてはそれ相応の根拠が必要

となると思いますので、その場合は加筆が必要で

はないでしょうか？ 

原

案

ど

お

り 

人口の自然減は全国的な課題であ

り、本市の課題でもあるため、「現状」

「課題」の部分に明記しています。ま

た、人口減少により想定される諸課

題については、P.１２のⅠ .将来人口

推計のなかで記載しています。 



 

P

2

4 

右段最下部の「HP 以外の情報発が必要です」は、

案にあるそれまでの「課題」欄に記載すべき内容で

はありませんか？また、何故 HP 以外の情報発信

が必要であると結論づけられるのかその根拠をお

示しいただけませんか。 

一

部

修

正  

「現状」欄には、状況までを記載し該

当箇所を削除します。HP以外の情報

発信については「課題」欄の「多様な

主体や媒体を活用」に同内容を含め

記載しています。 

P

２

８ 

防災・減災対策の強化についてですが、市は、近

年の大災害、突発的なゲリラ豪雨等に迅速に対応

しなければなりません。避難情報の発令や避難所

の開設情報等、市民が安全に避難できるよう、災

害対策本部の運用を強固にすべき取組が必要で

はないでしょうか？ 

一

部

修

正  

災害対応については、関係機関との

連携を含め、引き続き、災害対策本

部の体制強化に努める必要がありま

す。主な取り組みに、「災害対策本部

の運用練度の向上」を記載します。 



 

P

4

0

・

P

4

1 

「子育て」分野  「誰一人取り残さない、きめ細かな

支援の充実」の中にこども・若者育成支援として

の「ひきこもり」を入れるべきである。具体的には 

・目指す姿の中に「（～不登校、）ひきこもり、（～）」

を入れる。 

・現状に「（不登校やひきこもりの～増加傾向にあ

り、）学生若者にも一定数存在してい（ます。）」を

追加  

・課題に  「（関係機関と～児童・生徒や）学生・若

者、～」を追加  

・p.41 の「主な取り組み」の不登校やひきこもりな

どに対する支援においては、高校生以上のこども・

若者（39 歳まで）も対象に検討すること。担当部

署を明確にする。 

＜理由＞ 

「子育て」分野の施策は、「こども計画」と連動して

いる。その策定のために 本市で初めて 15 歳～

39歳の市民対象のアンケート調査が実施された。

その結果を見ると ひきこもり状態のこども・若者

が、10％以上いることがわかるが、新たな課題と

は認識されず、その対策は取り組みにはない。国

の「子ども・若者育成支援推進法」やその後の大綱

では、その年代の状況について「深刻だ」という認

識がある。 

 「こども計画」（案）には、多くの修正意見を出し

ているが、本市の総合計画の中にも  不登校やひ

きこもりなど悩みや困難を抱えるこども・若者の育

成支援を位置づけ、切れ目ない伴走的支援を検

討し、取り組むべきである。若者の支援は、少子化

対策に偏ってはいけない。 

ひきこもりの長期化は、社会問題になっている。子

ども自身が社会的自立と自分らしい生活ができる

ために、社会にとっても人財の育成の観点からも

重要だと考える。 

一

部

修

正  

「貧困・～こどもなど」の「など」にひき

こもりも含まれているため、原案のま

まとします。 

 

現状については、市が実施したアンケ

ート調査結果をもとに若者の状況を

追記し、「不登校やひきこもりの児童

生徒数が増加傾向にあります。」を

「不登校やひきこもりの児童生徒数

が増加傾向にあり、若者にも一定数

存在しています。」に修正します。 

 

課題については、こども基本法に基

づき、「心身の発達の過程にある者」

（年齢制限なし）を指す「こども」表記

に修正します。 

P

4

2  

中学生、若い世代、子育て世代を対象とした方針

だと感じます。 

 しかし、このタイトルでは、支援の対象者が直感的

に分からず、混乱を招くのではないでしょうか。  

一

部

修

正  

意見を反映し、より分かりやすい表現

にするため、施策名を「結婚・子育て

の希望の形成支援と子育てに伴う喜

びを実感できる環境づくり」に修正し

ます。 



 

P

4

6 

「ウェルビーイング」について説明があるので、

「生きる力」についても、説明されてはいかがでし

ょうか。 

一

部

修

正  

説明を追記します。  

生きる力   予測困難な社会の変化

に主体的に関わり、感性を豊かに働

かせながら、どのような未来を創って

いくのか、どのように社会や人生をよ

りよいものにしていくのかという目的

を自ら考え、自らの可能性を発揮し、

よりよい社会と幸福な人生の創り手

となる力。確かな学力、豊かな人間

性、健康・体力の知・徳・体をバランス

よく育てることが大切とされる。 

P

4

8 

地域との連携や協働により地域の核となる学校づ

くりを進めることは否定しませんが、そのために、

施設の適正化や複合化集約化を検討する必要が

あるのでしょうか？であればその根拠を課題とし

てお示しすべきではありませんか。  

一

部

修

正  

地域の核となる学校として、地域に

ある機能の複合化・集約化を検討す

ることが今後必要な取り組みとして

分かりやすいよう「地域にある公共施

設などとの複合化・集約化を検討す

る必要があります。」に修正します。 

P

４

９ 

「生きる力を育む学校給食の推進」とあるが、宗像

市で行っている自校方式による学校給食というの

は、共同調理場方式に移行していこうとしている

自治体がある中で、全国的にも珍しく、地場産の

活用や食の活性化に取り組んでいるんだというこ

とを前面に出されてはいかがでしょうか。  

一

部

修

正  

主な取り組みの「衛生管理及び食物

アレルギー対策を徹底した安全で安

心な給食の提供」を「衛生管理及び

食物アレルギー対策を徹底した安全

で安心な自校式給食の提供」へ変更

します。 

P

５

０ 

「経験や体験を通じた学ぶ機会の提供」について、

経験と体験は同列に扱うよりというよりも、経験

は、その体験が積み上がって形成されるもの、つま

り経験っていうのは生かすことができると言われ

ていることに鑑みると、同列に扱うものではないの

ではないでしょうか。 

一

部

修

正  

「経験や体験」から「体験や交流」へ変

更することとします。 

P

5

2 

本市にとって、世界にとって、かけがえのない宝、

世界遺産。その世界遺産のガイダンス施設である

海の道むなかた館の老朽化や更新の議論は、世界

遺産登録の一定の条件となってきたことからも課

題として捉え、対策を図る必要がありますが計画

に記載がありません。記載すべきでは。  

原

案

ど

お

り 

公 共 施 設 の更 新 等 に関 し ては 、

P114 からの「計画的な公共施設等

アセットマネジメントの推進」として記

載を行っており、個別施設のあり方に

ついての記載はしておりません。  

また、歴史・伝統文化の活用の取組

みとして、関係機関と連携し、世界遺

産の新たな公開・活用について調査

研究を行います。 



 

P

５

２ 

まちの将来像として｢世界遺産がある海と生きる

ずっと住みたいまち宗像｣とありますので、53 頁

の取り組みに｢世界遺産センターの設置｣の文言を

是非入れて欲しいと思います。 

原

案

ど

お

り 

歴史・伝統文化の活用の取組みとし

て、関係機関と連携し、世界遺産の

新たな公開・活用として調査研究に

取り組むため、原案どおりとします。 

P

1

1

5 

本市は長期に渡る改修、更新の予測を立て、財政

計画と連動した投資財源の見込みを立てることが

できていない状況が課題といえるのではないでし

ょうか。また、建築年数が経過するに従い電気系

統の故障など突発的な事案も増加傾向にありま

す。現在策定中の公共施設等アセットマネジメント

推進計画において、投資財源の見込みを立てるこ

とができうる内容とすることが KPI となるのでは

ないでしょうか？ 

また、施設管理者の感想を KPI 指標と位置付け

ることには疑問があります。 

そもそも包括管理委託を導入した理由はそれまで

の施設管理者の知見では分からない劣化状況を

民間ノウハウに委託することで補完することであ

りますので、建築的な知見ノウハウの少ない施設

管理者が「適切に管理されている」と感じることを

指標に置くことにどのような根拠があるのでしょ

うか？例えば、公共施設包括管理委託について施

設の適正管理が行われているという客観的根拠

のある指標を設定した方が良いのではないでしょ

うか？ 

原

案

ど

お

り 

ご意見のとおり、アセットマネジメント

推進計画と財政計画の連動は不可

欠なものであるため、現在、見直し中

のアセットマネジメント推進計画に

は、投資可能財源等を含めた財政見

通しを反映しております。 

次に、公共施設の管理状況や安全性

の確保を図る指標として「施設管理

者の声」を成果指標（KPI）とした点

についてですが、他の内容で管理状

況等を客観的に数値化・評価する指

標の設定は困難であるため、最も施

設の現況を把握している施設管理者

の方の意見等をアンケートにより継続

して伺いながら包括管理業務の改善

や安全性の向上につなげていきたい

と考えています。 

P

1

1

7 

現在本市と連携協定を締結している企業、大学と

毎年締結内容の更新や見直し評価検証などはな

されていますでしょうか？中には協定締結しただ

けの事案もあるのではないでしょうか？連携によ

るまちの経営は良きことと思いますが、企業や大

学と連携事業、連携協定を結ぶことが目的化して

はならないと考えますので今一度ご確認をしてい

ただいたうえで、KPI 設定について検討されては

いかがでしょうか。 

原

案

ど

お

り 

連携事業や連携協定の見直しは適宜

おこなっています。 

連携の目的は地域課題の解決や質の

高い行政サービスの提供、社会経済

の発展などに資することです。成果指

標（KPI）設定にあたり、その影響度

を指標とすることが難しく、現行の成

果指標（KPI）としました。 



 

全

体  

・計画案策定の過程で、市民参画を重視して様々

な市民対象のワークショップ等を開催したことは、

高く評価している。出前ワークショップのフットワ

ークの良さに、担当課の意欲を感じた。どの会も

参加人数に関係なく、関心度の高さで内容が充実

していたと思った。 

今後の行政計画作りにおいても  全庁的に市民参

画の手法の活用を工夫してほしい。  

・市民に対して参画の機運づくりや開催期日の周

知は、課題である。 

・全体的に 文章が平易で分かりやすく、市民が読

みやすいと思った。 

・本計画の将来像は、多くの市民が共感できるも

のであり、10 の分野の構成も分かりやすく、内容

もおおむね妥当だと考える。ただし、分野によって

は現状の把握が不十分であり、施策が検討されて

ないテーマがある。 

原

案

ど

お

り 

（１）市民参画につきましては、多様な

意見が集まるよう、手法を検討してい

きます。 



 

全

体  

宗像市総合計画（案）を拝見し、将来を見据え

たビジョンと具体的な施策に、宗像市への深い愛

情と未来への希望を感じました。特に、「世界遺産

がある海と生きる  ずっと住みたいまち宗像」とい

う将来像は、宗像市の豊かな自然、歴史、文化を

尊重し、市民一人ひとりが自分らしく輝ける社会

を目指している点で、大変共感いたしました。  

 以下、更なる発展のために、3 つの項目について

具体的な提案をさせていただきます。  

 ## １. 企業誘致と SDGs：持続的な発展を支

える経済基盤の確立  

 宗像市は、豊かな自然環境や充実した生活環境

を有する魅力的な都市です。今後、企業誘致を推

進するにあたり、SDGs（持続可能な開発目標）の

視点を取り入れることで、企業の経済活動と社

会・環境問題への貢献を両立させ、持続可能な地

域発展を実現できると考えます。  

 *   **SDGs を意識した企業誘致**: 

## ２. デジタル技術を活用した若者定住促進：

未来を担う世代のための魅力的な都市づくり  

*   **スマートシティ化の推進**:  

*   **デジタルによる行政サービスの向上 **:  

*   **デジタル人材育成**:  

*   **オンラインコミュニティの活用 **: 

*   **リモートワーク環境整備 **: 

 ## ３ . 多様性を尊重し、誰もが笑顔になれる

共生社会の実現  

*   **遊び場整備の推進**: 

* **ユニバーサルデザインの採用 **: 

*   **多様な遊具の設置**:  

*   **安全対策の徹底 **: 

*   **多言語対応**: 

 ## まとめ：市民と行政の協働による、より良い

未来へ 

 これらの提案は、宗像市の更なる発展、持続可能

な社会の実現に繋がるものと確信しております。

市民一人ひとりが、まちづくりに積極的に参画し、

行政と協働することで、より良い未来を創造して

いきましょう。 

原

案

ど

お

り 

それぞれのご意見につきましては、具

体的な内容となるため、「産業」、「行

財政」、「市民協働」などの分野での

施策に紐づく事務事業を検討する際

の参考とさせていただきます。また、

SDGｓと施策との関連につきまして

は、資料編に掲載し、つながりが分か

るようにしていきます。 

 



 

  


